
寸 ーー」際経済学の富田常二氏

一
国一
（
評
論
家〉
は
「初

年
代

「
111」
の
，

ク
ラ
イ
シ
スM
は 、

石
油（エ
ネ
ル
ギ
ー〉

権
益
を
め
ぐ
っ

て
起
こ
る
も
の
が
す
べ
て
で
あ
る」

と
い
う 。
国
家 一
の
権
益
を
守
る
も
の

が
武
器
で
は
な
く
，

石
油’
で
あ
る

こ
と
を
教
え
た
の
は 、
7
年
前
の
第

一
次
オ
イ
ル・
シ
ョ
ァ
グ
だ
っ
た 。

寸
さ
ら
に
石
油
は
い
ず
れ
枯
渇
す
る

運
命
に
あ
る 。
昨
年
の
よ
う
に
半
年

に
4
回 、
間
析
に
お
よ
ぶ
大
幅
な
値

上
げ
は 、
産
油
国
の
武
務
と
国
益
に

根
ざ
し
た
も
の 。
そ
の
影
響
が
波
及

す
る
の
は
丙
側
諸
国
の
み
な
ら
ず 、

C
I
A
報
告
〈
行
年
度〉
に
よ
れ
ば

，
ソ
連
も
お
年
以
降
の
国
内
産
原
油

は
減
産 。
こ
の
た
め
東
欧
関
な
ど
の

ソ
連
友
好
国へ
の
原
油
供
給
は
思
う

に
ま
か
せ
な
く
な
る
は
ず
だ4
と
発

表
し
て
い
る 。
現
在 、
丙
側
と
O
P
E

C
の
原
油
価
格
は
平
均ー
がμ
J
前

後
だ
が 、
東
側
は
こ
れ
よ
り5
i7

J
安
く
供
給
し
て
い
る 。
し
か
し 、

ソ
速
の
減
産
に
よ
り
こ
れ
も
不
可
能

と
な
る 。

こ
の
原
油
の
世
界
的
危
機
か
ら
生

じ
る
イ
ン
フ
レ
が
拍
車
を
か
け 、
さ

ら
に
ソ
連
圏
内
の
穀
物
需要
〈
的
年

は米国の制裁指置のため 、例年

のおI円相れの穀物が不足する）

の
た
め
資諒
確
保
が
急
務
と
な
り 、

，
そ
の
面
で
も
ク
ラ
イ
シ
ス’
に
近

い
状
態
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

久》」こ
う
し
た
寸

近
い

将来」
の
危
機

的
要
因
を
ひ
か
え 、
ソ
連
は
ア
フ
ガ

ン
に
侵
攻 。
ソ
連
の
行
動
に
対
し
カ

l
タ
l

米
大
統
領
は 、
「
ソ
連
の
ア

フ
ガ
ン
侵
攻
と
国
際
情勢
激変
の
た

め 、
的
年
か
ら
毎
年5
行
の
国
防
費

の

増額
と
徴
兵
志
願
制」
（
HW）
な

ど
を
発
衣
し
た 。
こ
れ
に
対
し 、
ソ

連
の
ウ
ス
チ
ノ
フ
国
防
相
は 、
ウ
ラ

ジ
ミ
i
ル
市
で
聞
か
れ
た
選
挙
集
会

の
演
説
の
中
で
「
ア
フ
ガ
ン
問
題
の

本
質
は
イ
ラ
ン
と
い
う
重
要
な
橋
頭

盤
を
失っ
た
米
国
が 、
軍
事
基
地
を

作
ろ
う
と
し
たv」
と
に
あ
る（
略） 。

ソ
速
の
軍
事
力
強
化
は 、
す
べ
て
必

要
な

防衛
力
の
ワ
ク
内
で
行
な
わ
れ

て
い
た
こ
と
で
あ
り 、
帝
国
主
義
国

の

侵略
的
包
凶
網
に
対
抗
す
る
た
め

に
不
可
欠
な
の
だ」
と 、
と
も
に
譲

歩
す
る
気
配
さ
え
も
な
い 。

い
ま 、
世
界
の
耳
目
を
集
め
て
い

る r
過
熱
し
た
ア
フ
ガ
ング
問
題
の
ほ

か
に
も 、
ト
ル
コ 、
ア
フ
リ
カ 、
イ

ン
ド
シ
ナ 、
さ
ら
に
中
米エ
ル
サ
ル

バ
ド
ル
な
ど
で
も
人
民
革
命
を
目
指

す
左
翼
と
現
体
制
維
持
を
図
る
極
右

グ
ル
ー
プ
の
対
立
が
激
化 、
残
忍
な

殺
裁
や
テ
ロ
が

相次
い
で
起
こ
っ
て

い
る 。し

か
も 、
い
ま
や
核
保
有
国
は

米 、
中 、
ソ
の
他
に
仏、
英、
印、

西
独 、
イ
ス
ラ
エ
ル 、
南
ア
連
邦
に

ま
で
お
よ
び
，

ク
ラ
イ
シ
ス’
は
激

化
の一
途
を
た
ど
っ
て
い
る 。
象
徴

的
に
い
え
ば 、
国
内
流
刑
に
な
っ
た

ソ
連
の
ア
ン
ド
レ
イ・
サハ
ロ
フ
博

士
は 、「
第2
次
大
戦
の
悲
劇
か
ら
人

間
は
何
も
学
ん
で
い
な
いL
と
警
告

を
発
し
た 。
だ
が 、
こ
の
悲
痛
な
声

に
耳
を
貸
す
者
は
い
な
い 。

悪
い
こ
と
に
は
世
界
の
状
況
は一

層
複
雑
化
し 、
人
類
滅
亡
の
ク
ラ
イ

シ
ス
は
各
国
聞
に
内
包
さ
れ
て
い

る 。
果
た
し
て 、
そ
う
し
た
危
倶
は

現
実
の
も
の
と
な
る
か 。
も
し 、
現

実
と
な
っ
た
と
す
れ
ば
そ
れ
は
な
に

が
グ

引
金’
に
な
る
の
か 。
い
ま
過

熱
し
て
い
る
5
つ
の
問
題
点
を
掘
り

下
げ
徹
底
的
に
考
察
し
て
み
よ
う 。

刊M月幻目 、ァフガンで・クーデタ

ー
が
勃
発 、

と
同
時
に
ソ
連
軍
が
侵

攻 。

タ
ラ
キ
前
政
権
の
第
一
副
首
相
兼

革
命
評
議
会
副
議
長
〆
ブ
ラ
ク
・

カ
ル

マ
ル
氏
が
政
権
を
握
っ
た 。

同
夜
の
カ

ブ
l

ル
放
送
は
ア
ミ
シ
革
命
評
議
会
議
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P
B
版

。
長
が

、

革
命
裁
判
所
で
「

ア
フ
ガ

ン
人
民
に
対
す
る
犯
罪
」

の
か
ど

で
有
罪
宣
告
を
受
け
た
後 、

処
刑

さ
れ
た
と
発
表 。

こ
の，
革
命’
を

行
な
っ
た
の
は
ソ
連
だ
っ
た 。

米
政
府
は、

ソ
速
が
最
高
6
千

羽
人
の
戦
闘
部
隊
と
兵
器
を
空
輸

し
た
他 、

5
個
師
団
を
ア
フ
ガ
ン

国
境
に
配
備
し
た
と
発
表 。

ソ
連

の
ア
フ
ガ
ン
軍
事
介
入
を
討
議
す

る
た
め
国
連
で
は
緊
急
特
別
総
会

を
開
催 、

西
側
諸
国
の
代
表
は

「
ソ
連
軍
の
ア
フ
ガ
ン
か
ら
の
即

時
撤
退
」

を
強
〈

要
求 。

一
方 、
ァ
フ
ガ
ン 、
ポ
ー

ラ
ン
ド

な
ど
の
代
表
は
「

国
連
討
議
こ
そ

重
大
な
内
政
干
渉」
と
反
論 。
議
場

は
ま
れ
に
み
る
激
し
い
応
酬
に
終

始
し
た 。

カ
l

タ
！

大
統
領
は
ソ

速
の
ア
フ
ガ
ン
侵
攻
の
報
復
措
置
と
し

て
対
ソ
穀
物
大
幅
禁
輸
と 、

近
代
技
術

の
輸
出
の
全
面
的
停
止 。

パ
キ
ス
タ
ン

に
対
し
て
武
器
援
助
の
再
開 、

モ
ス
ク

ワ
五
輪
拒
否
な
ど
を
声
明
し
た 。

さ
ら

に
プ
レ
ジ
ン
ス
キ
l

補
佐
官
は
ソ
連
が

ア
フ
ガ
ン
に
軍
隊
を
増
派
中
で
あ
る
ニ

と
を
指
摘
し 、
「

も
L
隣
接
の
パ
キ
ス
タ

ン
が
侵
略
を
う
け
る
よ
う
な
こ
と
に
な

れ
ば 、

米
国
は
武
力
行
使
を
含
む
適
切

な
行
動
を
と
る
だ
ろ
う
」

と
発
表 。

問
題
の
ア
フ
ガ
ン
国
内
で
は
約
却
万

と
も 、

初
万
と
も
言
わ
れ
る
ゲ
リ
ラ
と

ソ
連
軍
の
間
で 、

日
夜 、

戦
闘
が
つ
づ

い
て
い
る。

アフ
ガ
ン
問
題を
含め
ソ
連
の抱

え
る
問
題
点を
、
木
村明
生氏
（朝

日
新
聞調
査
室
、元
駐ソ
特
派
員）

に開い
てみ
た。

P
B
今
回
のソ
連のアフ
ガ
ン
侵

攻は
、プ
レ
ジネフ

書記
長
の指
導

力
の低下から
、軍
部・
タカ
派
が独

走した
とい
う

見
方
も
あ
る

セ
ミ
ナ
ー

品川M木
村
英国
の
あ

る
報
道
に
よ
れ

ば
、プ
レ
ジネフ

書記
長
が、1
日

3
時間し
か
執務

がとれ
ない
とい

う。
党・
軍
部
の

タカ
派
のリ
lダ

ーは
、ワ
ル
シャ
ワ
条
約軍
の総司

令
官
（前
参
謀
総長）
ク
リコ
フ
国

防第一
次
官だ。

ま
た
、軍
人
で
あり
ながら
比
較

的ハ
ト
派的
な

人物は
国
妨
相の
ウ

ス
チ
ノフ 。
後はプ
書記
長
派
の
人

間で
、
戦
争よ
りも
軽工
業
促
進を

唱
えてい
る。
ウ
スチノ
フ
はソ
連

経
済を
立
て直
すこ
と
と

、
全軍
に

，
節
約4
を

呼びか
け、

リ 木か 悪 P 想 あ jj「 指 露麗露懇醗譲欝懇緩譲事総怒畿議議繁主還泌長a磁逗懸惑護ず．． ＠． ス 村 。 く B 像 た ン 導 欝欝嬢懇欝 懇鑓穣！翠懇欝翠繋欝欝芝欝g務喜繋護護1 ') 者フ長の対寧ト な で り 侵 カ 謡議溢説猛錨磁議綴議華塁警滋務雪縫量譲努議畿謡滋芸議 ！特が政官』まし 内が 米 つも きが攻 が 溢謡率通溢麗藍議議遜溢溢遜溢磁麟窓駿諜禁遅議翠蕗鱒動 に L、治 、 か タ 部お 国 た し る 書の 哀 覇麗極摂彊醤顎塑置櫨翠盟藍醤語溢聾腫鍾盤謹錨溢盤盤！乱 ス る 局さに カ でもの とソ 。 い 筋え 艶騒騒鋸置趨盟盟盟歯櫨富菌圏盟灘醒軍露軍輯際空謡え のl 。 書 ら 、派人し あ き 連 た 書 て 臨都議開嘱語翻圏圃匝願期聾轟翻撞臨綴際ス 記 に ア は 気ろ る は の こ ききff盗 塁雪環纏謹蕗謹磁温監翻雌輸議選輔 、ロ の長ン前 はい有 べ国 とも た ？J＇雪泌総磁鵬総務嚇繍議綱勝町一一一一一 フ フ ふ老ド述低暴 力 ど 際 は ス いブ ら し 博 る 男 を で ら 高ムとら 介 君 ル は た のロのいジ A的 、！ ま 書 く た士サ。と指軍 直 会リき つ入 シ 、 り スボ クを ャ f立 容 ス 、記彼の を ハ い 示 事接議 ン、 て を が チハ のl kリこ述！ な 場 易ロ ア 長 で も流ロ わ し 介 電 場の ク い た 軍 ョン 実スG コ れ
ベナ る が に フ アの、恐刑 フ れ た 入話 か 最レ る め 事 フ ガ カロ B 7 に
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V二

鋼、
てい
る。

そ
のと
きは
「

悪い
のは
タカ
派

で 、プ
書記
長は
関
係
ない
こ
と
だ」

と
問
題を
すりかえ
る

ので
は
ない

かとい
う
見
方だ
。

P
B
米国は
なぜアフ
ガン
侵攻

に神
経をと
がらせ
る

のか。

木
村
ベ
トナム

戦
の敗
北は
米国

の威信を
傷つ
けた。
こ

の際、
断

固と
した

態
度で
望め
ば
世論は米

国
に有利に
展
開す
るだ
ろうとい

う
も
のだ。

インドシナの人々に「本当の平和」
が 〈 る のはいつか！？

た に担問一 こ のず そ 当 、 久 る 中 泉ねの編イ 氏 の越 た
た 可 集 ン （ か 紛 し

能委 ド 朝 。争 て性 員 シ 白井 は 第
を ） ナ 新 川起ニ

また
、ヵ
l
タl
にとっ
て
大
統

領
選
挙を
有利
にす
る
材
料と
な
る

から
だ
。

それ
が
証拠
に
米国
は
、アフ

ガ

ン
の社会主
義国
家化を
ずっ
と
以

前から
認め
てい
た

のだ。

監盟彊幽鑑翻櫨岨｜

＋φ。
、J

ニヤケたなかに哀愁味が強いか変色している一
削ペロ町

・を感じさせる笑顔 。そ場合がほとんどといえる 。一
ガ孔拍9

hrして輝く白い歯が口一
この歯のマニキュアの一
ハ岡山れ円

一日
夕
ン
ロ
l
ル
世
代の
君
が
王
様
〈ハ
ニ
ッ
ク
2
色
セ
ッ一

o
H
K
67

抗
心
が
け
る
べ
き
こ
と
だ。

トV（一
液
性
で
簡
単）
は、
一
町一
込町
M一一日
M

－J
し
か
し、
君
の品闘
が
賞
色
品聞の
表
面
に
合
成
樹
脆の
皮一
∞
斗
定
封
4
hl

2ガ
23

円
か
っ
た
り
黒
ず
ん
で
い
る

膜
を
作
り、

君
の
好
み
で
真一

料
ハ
ト
問
込
O

列としたら：・？それは歯つ自にも真珠色にもメl一送はんヤ酎駒倉

山
の
内
部
の
象
牙
質の

p
gお
長時m
H

F
F

吋

馨川
去ら み
れ…
詩
吟

ア

お
の）一一
の
香
料
が
爽
や
か
に
日
中
に一
郎
ツ
込
・
は
京
タ

MW

U
な
マ
ひ
ろ
が
る。
夜
の
パ
ー
テ
ィ
に，
肘
セ
申
名
払
東
ン

歯

mm
鳩山出

財
1
お口問
支
3
セ

ー

ふ簡函寸げ汁三一一パげりあデ l一時宵肯骨川家

J；院医iトトtfzz－t
－G
〒東
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だP
B
と
なると
、第二

次
中
越
戦

争が
起こ
り
得
る
可
能
性
は
皆
無

．命日M井川
中
越双
方と
も国
境
侵犯と

挑
発が
激
増し
てい
ると
喧
伝し
て

い
る。
たと
え
ば 、
中国
側
の挑発
行

為は、
小
中隊
規
模だっ
たが
大
隊

規
模
に
なり 、
小
銃や
機
関
銃が
大

砲
に変わっ
てき
てい
る。
米国
の

情
報で
は
「
中国
領内
の
対越
戦
用

の兵
員
弾
薬運
搬用
の兵川崎
道
路が

の機
の両翼
の
下に
は
、

空
対
地
中
距

離
ミ
サ
イ
ル
A
S
6
『

キ
ン
グ
フ
ィ
ッ

シ
ュ

』

を
1

基
ず
つ
搭
載
し
て
い
た。

ぞ
れ
よ
り
少
し
前
の
1

月
げ
日
未
明

に
は、

長
崎
県
五
島
列
島
沖
を
ソ
連
太

ω
本
も
完成され
てい
る」
とい
う

から、
い
ま
す
ぐ
にで
もH
戦
闘4が

行
なわれ
で

も不
思
議では
ない 。

P
B
今
後イン
ド
シナ

の
将来は

ど
う
なるか？

井川
米国
の帝国主
義
、ソ

連の

社会
帝国主
義
、中

国
の修正
社会

主
義
｜｜こ

の三つ
の圏
の分割
活

動がい
ちば
ん
盛ん
なイン
ドシ
ナ

全
域
にわたっ
てい
るため
、キナ

臭さが
増
大
し
て
く
る
にちがい
な

EV
 

平
洋
艦
隊
の
最
新
鋭
カ
ラ
級
ミ
サ
イ
ル

巡
洋
艦
と 、

ク
リ
パ
ッ
ク
級
ミ
サ
イ
ル

駆
逐
艦
2
隻
を
ふ
〈
む
合
計
3

隻
が
南

下 。

つ
づ
い
て
ロ
プ
チ
ャ

級
揚
陸
艦
と

T
日
級
婦
海
艇
の
合
計
2
隻
が
日
本
海
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にポイ
ン
ト
を絞っ
て

、東京外語

大
教
授・
中
嶋
嶺
雄
氏
（
国
際
関
係

論〉
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た 。

か
ら
対
馬
海
峡
へ
向
う
の
が
確
認
さ
れ

た 。な
か
で
も
カ
ラ
級
巡
洋
緩
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
回
航
さ
れ 、

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ッ
ク
の
太
平
洋
艦
隊
に
新
し
く

配
備
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る 。

ソ
連
の
品開
威
に
さ
ら
さ
れ
る
日
本

と 、
地
理
的
に
も
等
距
離
に
あ
る
中
因 。

米
国
は
中
国
に

グ
最
恵
国
待
遇’

を
あ

た
え 、

米
・
日
・

中
の

，
集
団
安
保4

と
も
い
え
る
体
制
で
ソ
連
封
じ
ニ
め
を

目
指
し
た 。

そ
れ
は、

極
東
の
防
衡
を

中
国
と
日
本
に
肩
代
わ
り
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る 。

ペンタゴン

P
B

米
国
防
総
省
が
対
中
軍
事
援

助
計
画
を
し
て
い
る
こ
と
を 、
昨
年

「ニ
ュ
ー
ヨーク
・

タイムズL紙

米
国＆
中
国
に
お
け
る
新
戦
略
の

本
意
は
ど
こ
に
あ
る
の
か 。
そ
の
点

出叫

が
ス
ッ
パ抜
い
た

と

が 、
こ
れ
は
真
実

む

だ
ろ
う
か 。

判
中
嶋
従
来
の
米

た

国
の
対
ソ
戦
略
は

叫蹴
万
能
で
は
な
く
な

科
刈
っ
た 。
国
際
的
リ

が
わ

1
ダ
l
シ
ッ
プ
の

円
以
面
で
も 、
国
内
の

酢桝
イ
ン
フ
レ
問
題
の

川肘
商
で
も
米
国
が
そ

み
町
の
面
白
を
失
墜
し

九
円
た
の
は
事
実 。
そ

拙
パ
こ
で グ
悪
の
根
源8

酎別4L統
つ
は
ソ
連
と
い
う
見

大
詰

一
〈
方
で
中
国
と
共
同

サ錨
作
業
を
考
え
て
い

カ
語
る
こ
と
は
ま
ち
が

い
で
は
な
い
だ
ろ

ぅ 。
昨
秋 、
ブ
ラ
ウ
ン
国
防
長
官
が

訪
中
し
た
時 、
非
殺
傷
兵
器
な
ら
ば

構わ
ない
と
発言
し
た 。
た
だ 、

非

殺
傷
兵
器
と
い
っ
て
も 、
た
と
え

ば 、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
改
良
す
れ

ば
ミ
サ
イ
ル
誘
導
装
置
な
ど
に
転
用

も
容
易
に
で
き
る 。

P
B

米
国
が 、
対
中
国
政
策
で
い

ち
ば
ん
恐
れ
て
い
る
こ
と
は
何
か 。

中
嶋
中
国
内
部
で
中
ソ
改
善
が
進

展
す
る
こ
と
だ 。
だ
が 、
ブ
ラ
ウ
ン

長
官
の
発（一－白
か
ら
み
て
も 、
米
中
が

，
軍
事
同
盟4
を
結
ん
で
ワ
ル
シ
ャ

ワ
烈
兵
器
体
型
か
ら
N
A
T
O
型
の

そ
れ
に
切
り
換
え
さ
せ
る
の
は
ま
ち

が
い
な
い
だ
ろ
う 。

P
B

教
授
が
発
表
し
た
，

m
年
か

ら
米
国
が
と
り
始
め
た 、
二
元
戦

略4
と
は
何
か
？

中
嶋
簡
単
に
い
え
ば 、
ニ
ク
ソ
ン

・

ド
グ
ト
リ
ン
以
来、

ヨ

ー
ロ
ッ
パ

で
は
S
A
L
T
E
（
戦
略
兵
器
制
限

交
渉
〉、

デ
タ

ン

ト
（
緊
張
緩
和
〉

な
ど
、会欧安

保外交
を依然
とし

て推
進
し
て
い
る
が
、

デ
タ
ン
ト
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
け
の

も
の

で

あ
っ

て、

中
東
・

ア
ジ
ア
で
は
軍
事
力
を

強
化
す
る
い
っ
ぽ
う 、
中
国
を
使っ

て
ソ
連
に
対
抗
す
る 、
と
い
う
も
の

だ 。

中
東
ゾ
｜
ン
の
重
要
な
位
置
を
占

め
る
ト
ル
コ
と
中
近
東
の
状
勢
に
つ

い
て 、
中
谷
和
男
氏
（
N
H
K
外
信

P
B

今
回
の
ト
ル
コ
の
国
内
暴
動

は
今
年
の
1
月
か
ら 、
マ
ル
ク
ス
・

レ
iニ
ン
主
義
者
た
ち
と
テ
ロ
リ
ス

ト
制
名
が
計
画
し
た
も
の
だ

と
い
うニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て

の

い
る
が：：： 。

航

中
谷
騒
ぎ
は
今
回
が
初
め

慌

て
で
な
く
η
年
か
ら
常
に
起

→ト
こ
っ
て
い
た
こ
と
だ 。

プ
せ

デ
メ
レ
ル
現
政
権
は
中
道

ン伏タ
フ
左
派
と
右
派
の
連
合
政
権
だ

んい同
が

、

実質
の
権
力
は
軍
部が

止
措

掌
握
し
て
い

る。
『
フ
ォ
i

剖
院

リ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
』

誌
ハ
2

醐一六
月
日
日）
に
よ
れ
ば
極
左
グ

ル
ー
プ
は
初
l
ω
あ
る
が、

四
分
五
裂
を
繰
り
返
し
て
い

て
ま
と
ま
り
が
な
く 、
今
回

ち、｛！きf �· j'o. ヲ』しイ：fーイdeζ�芋＇I
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の
騒
乱
も一
過性の
もの
で、
す
で

しゅうえん
に
終
駕し
たと
報じ
てい
る。

P
B
では、
不
安定要
素は一
掃

され
たと
み
てよ
いの
か 。

中谷
い
や 、
不
安定
素
要が
なく

なっ
たと
は
言い切れ
ない。
連立

政
権と
い
う
存
在
自
体
が
そ
う
だ

し、
クル
ト

族の
独立
運
動
も
あ

る。
しか
し、
今回の
騒
乱の
最
大

原
因は
「ω

計」
と
い
うイン
フ
レ

によ
る
社会
不
安
なの
だ 。

P
B
イ
ラン 、
アフ
ガン
事
件 、

そし
てソ
速の
影
響は
ど
うか 。

中
台官
現
政
権は
ソ
連
が 、
，

暖か

い
海8
に出
るポ
スボ
ラ
ス海
峡や

ダ
lダ
ネル
ズ
海
峡の
通
行権 、
さ

ら
に領
空の
飛
行を
認め
てい
る。

ま
た、
国
内のおヵ
所
にの
ぼ
る大

量
米軍
に基
地
使用
権を
認
可し
て

い
る。つ

まり
現
政
権が
反
共で
あり
な

が
ら
も
中
立
政
策をとっ
てい
るの

で、
逆
にソ
連と
し
てはN
A
T
O

とC
E
N
TO
の一
員で
あ
るトル

コ
を
動揺させ 、
西
側を
刺
激す
る

必
要
など
まっ
た
く
ないわ
けだ 。

P
B
では、
中
近
東
に
おけ
る
米

ソの
均
衡は
ここ
当
分保
たれ
るの

．由中谷
フ
ラン
スの
政
治
評
論
家ジ

ャ
ン・
ダニ
エ
ル
氏は
「
中
近
東
に

次
に何か
起こ
ると
すれ
ば 、
武
力

紛
争で
なく
ネゴ
シ
エ
l
ショ
ン

（大
国
間の
話し
合い〉
だL
と
い

っ
て
い
る
。私も

まっ
た
く
同
感だ 。

侵
攻し、
ソ
連は
アフ
ガン
だ
け
で

なく 、
パ
キ
ス
タン
も
制圧す
る、

と
私は
見て
い
る。

P
B
そこ
で
米ソが
衝
突を
避
け

る
新戦
略と
し
て、
如何
なる
具
体

系を
持っ
てい
るだ
ろう
か。

倉
前
ア
ラビ
ア半
島を
中
心に
し

（写真提供
／wwpu

I ザ・青春·�t：·－��：1l 私の青春 •• , I 
��銭前黒田初子さんJで、すo
羅臼岳・白踏の冬期初登項のi掛をもっ馴女胸、青春’
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・毎週日曜日朝s:oo～s:ao
eANB/ ABC/NBN/ SKT /HTB/KBCで好評放映中
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